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雜

錄

證

E
rt
都市述

t

の發生
 

：

：ン
ぽ
十
ご
號

.
j
o
v

Q
r
f
.la)

か
く
て
貨
際
の
?|
1
業
は
一
九
〇
四
年
の
夏
ょ
6
着
手 

せ
ら
れ
た
が
前
述
の
如
ぐ
阳
間
都
市
舍
社
は
土
地
の
所 

有
權
を
科
す
る
丈
け
で
家
屋
の
迚
築
は
私
人
父
a
ff
i
の 

會
社
に
麥
ね
た >

を
の
設
計
：等
に
就
い
，て
：
一
應
會
社
の 

認
可
を
要
す
る
«|
-
ヾ

」

し
た
ぺ
四
五
M
以
.下
藤
照)

此
の 

土
地
の
最
初
の
住
者
は
家
族
を
つ
れ
た
肖
⑴
職
業
者 

並
び
に
實
業
關
係
の
人
々
で
ぁ
つ
た
が
彼
等
は
此
の
都 

II
J
の
建
設
に
就
い
て
期
待
を
有
し
て
ゐ
た
人
々
で
實
に 

先
獅
者
ど
し
て
の
危
險
を
胃
す
精
刺
を
以
つ
て
集
つ
た 

の
で
ぁ
る
。

一
九
〇
五

年

に

？

p
#
_
o
3
h
a
m

 

Knl 

gineerl.ng- 

C
o
m
p
a
n
y
,

 

Ltd. 

V」
G
a
r
d
s

 

City Press,

M、t
dミ
の
雨
會
社
が
田
園
都
市
工
業
の
先
®
者
と
な
つ 

て
以
來
同
七
部
迄
り
間
に
卵
常
の
發
族
を
な
し
た
。
 

P
u
r
d
o
m

氏
は
其
著
の
五
十
四
頁
に
.[1
:-|園
都
市
發
展
の 

歷
史
を
一
括
し『

十
年
後(

氏
の
著
書
は
一
九
一
三
年
# 

fi)

の
今
^
に
於
ぃ

て

は

誤

り̂/
ざ

る

獨
自
の
性
質
を

發
揮
f
て
ゐ
る』

と
述
べ
て
^
る
。

以 

J
.を
以

o
TP

u
r
d
o
m

 

氏
'の

H
l
o 

G
a
r

a,
e
n
,
.
:
Q
t
y 

の
籼
雜
な
る
杪
,
を
終
へ
る
。

か
の
ジ
ョ
ン
，
ラ
/巧
キ
ン
が
一
八
七
〇
平
の
'吸
親
友
.
 

\

な
る
b
r
. Ac

l
a
n
d

並
び
にDr. J

o
h
n

 

S
i
m
s

の
雨
者 

' 一VJ

共
に
：：
ン
ド
ン
.の
®
道

並

.び

に

郊

外

の

贫

窮

せ

る

生 

\

活

狀

態

を

嘆

じ

て

之

れ

が

救

濟

策

に

就

い

者

が 

\

か
く
る
不
幸
な
る
生
活
は
ロ
：
 v

ド

ン

の

如

き

^

■
!!
/

に 

\

は
避
く
可
か
ら
ざ
る
現
象
で
あ
も
ビ
斷
定
し
た
の
に
#

\

し
て
ラ
ス
キ
ン
は
答
べ
た
、『

ょ
し
、
然
ら
ば
こ
：ん
な
大 

\

都
市
を
無
ぐ
な
し
て
し
ま
へ
ば
い
/
*

』

ど
。
ニ
人
の
*:

\
入

は

『

教
の
云
ふ
所
：は
非
實
際
的
の
言
葉
だ
。

.跑
在
の
：

\

狀
態
で
は
か
、
る
火
都
市
が
な
け
れ
：ば
な
ら
な
い
の 

だ』

ど
反
駁
し
た
0

ラ
ス
キ
：ン
ば
近
代
の
_
會
_
水
に 

沒
：

§

し
て
ゐ
る
人
間
に『

ヨ
的
の
弊
鹆
の
根
⑽
に
ふ
れ 

な
い
樣
な
方
策
は
，何
づ
れ
も
實
際
的
で
な
い』

k

23
c 

ふ
W
を
信
せ
し
め
.る

の
&

斐
な
き
を
感
じ
て
®
し
た

(

ザorsrlavlgera.retter 

x
.
)

阳
圓
都
-.
1
3の
成
立
は
地
1'
の
ラ
ス
キ
ン
を
し
て
定
め 

.て
會
心
の
笑
を
漏
さ
し
め
た
事
で
あ
ら
う
。

最
後
に
附
言
す
る
の
は
田
園
#
*
に
關
し
て
は
之
ょ 

b
先
き
一
九
〇
3£
年
に
發
行
さ
れ
たA

.

 

R
. 

s
e
l
l
t

 

| 

氏
の 

G
a
r
d
e
n

 

City 

in T
h
e
o
r
y

 

a
n
d

 

practice 

VJ 
一
一
ム
一

ふ

.I*
下
咖
卷
合
せ
て
千
三
西
八
叶
數
更
に
互
る
^
大

の

| 

著
述
が
あ
る
內
務
宵
地
方
！？
有
志
編
纂
の
名
の
下
に
明

\ 

治
四
十
尔
十
二
月
に
發
行
さ
れ
た「

田
園
都
市」

は

こ

のI 

書
に
負
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。

一
九
一
九
年
に
出
版
さ
れ| 

た 

N
e
w

 

Ideals 

in the 

Planning 

o
f o
B-
:
al
w
 
 ̂T

o
w
n
s

 

\ 

s
d v

s
a
g
e
s

の
中
に
揭
げ
ら
れ
た
fi
t

®
の

參

考

寄| 

中

に

はH
o
w
a
r
d
,

 

P
u
r
d
o
m

の
5

氏
の
著
書
の
外
に
一 

E
w
a
r
t

 

G. 

Culpin, 

T
h
e

 

G
ar
d
e
n 

G
t
v

 

ivlosment 

U
t
r
o
-
D
a
t
e
(
L
o
n
d
o
n
.
, 1

9
1
2
)

を

發

見

し

，フ
る
丈
り
で 

あ
る
が
此
の
書
は
恐
ら
く
本
稿
に
见
に
充
分
な
る
材
料
.
 

を
供
給
し
う
る
も
の
^
思
ふ
。

涕
1
ハ
卷
ニ
七
四
コ
1)

Cities 

hi 

K
v
o
l
u
f
l
o
n

に
は
此
の
本
の
表
題
がGarden 

Cities 

U
p
-
t
o
-
D
a
t
e

ビ
な
つV
ゐ
る)

最
近
の
狀
態
に 

就
い
て
の
材
料
を
欠
く
點
は
筆
者
の
®
も
遺
慽
£
し
且 

つ
恥
づ
る
所
で
あ
る
。ハ

火

.1
|
1十
夂
部
十
一
只
十j

一一
 
い
.稿 

了)

、
、
、.ルyj:

マ

H

^
ン
.
.チ
.
.
^

\

ス

.
ム

複

本

鑛

.治
；
：

r 

V

「

何
人
ビ
雖
も
、
富
に
就
て
は
極
め
て
正
服
r s

る
« 

^
を
^
す」

-£
q

、
. 

J
〇
cr
*
pCntu3,rt 

.t̂
s
lの
.l
wl:
あ
る
.
 

彼
に
從
へ
ば
、
或
術
語
の
晴
示
す
る
舰
念
は
’
實
際
の 

要
求
し
た
所
で
あ
る

\

從
t
富
と
は
何
ぞ
や
ビ
筚
ふ
 ̂

問
の
如
く
極
め
て
^
純
な
る
主
題
に
就
て
、
何
等
か
有 

•i
;
な
る
觀
念
.の
混
同
が
生
起
す
る
で
あ
ら
ぅ
ビ
は
、
对

第
十
二
號
マ

0
九
..

(Patrick 

Gedies 

の

雜

錄

ミ

ル

、、
J
-s
r

l
力

\

チ
1
メ

A



第

十

六

卷

(

一
七
四
四

)

雜

錄

.

i
マ
ー
カ
\
チ
リ
ズ
ム

第十ー一

號

一
.
1
0

ん
ざ
豫
期
せ
ら
れ
.ぬ
所
で
あ
る
。
然
る
に
歷
史
上
に
於 

て
は
，
斯
る
有
密
な
る
觀
念
の
混
同
ビ
云
ふ
辦
實
が
、 

存
在
し
て
e
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
歴
史
上
に 

は
1數
多
の
现
論
家
ど
賞
際
的
政
治
家
€
が
、
等
し
く
又 

或
時
代
に
は
普
ね
く
、
如
.上
の
混
同
：を
®
え
て
な
し
、 

而
も
幾
世
紀
か
に

M
て
其

'/
^
同
せ
ら
れ
た
#
赏
が
、
歐 

'«
巴
の
政
策
を
ば
全
然
虛
僞
の
方
-ln
J
へ
ビ
導
い
て
し
ま 

つ
た
。
玆
に
於
て
富
に
關
す
る
誤
解
も
生
じ
て
來
た
の
. 

で
あ
る
。

，
.
抑

も

人

間

の

信

條

^
法
律

t
は
、

大
ぃ
に
經
濟
狀
態 

を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
も
經
濟
狀
態
は
、
入
問 

の
心
意
的
#
達
ど

jr
l
h命
的
關
係
^
の
上
に
影
«
を
及
ぼ 

す
か
も
し
て
、
人
間
の
信
條
ど
法
雜
>

」

を
左
右
す
る
に 

至
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
經
濟
狀
態
ど
、
人
間
の
厝 

條
及
‘び
法
律
ど
は
、
間
接
に
關
係
し
、
又
相
亙
に
作
]1
| 

す

る

も

の

で

あ

る
..
0
併

し

之

が

た

め

に

、

常

“
關
す

る 

硏

究

が
■'
■♦大
な

る

人

間

的

利
®
關

係

の

他

純

一

切

に
|1

す
る
硏
究

S
、
泡
同
せ
ら
れ
る
危
險
の
あ
る
も
の
で
は

な
：い
:0
'

(

註
ー〕

、

依
て
叔
は
、Mill

の
所
說
に
從
ひ
、

>
J
P
B 

Saitth

の
時
代
以
來
マ
丨
ヵ
ン
タ
:4
ル
、
シ
ス 

'フ
ム

Q
?
s〒

tile Systenv or M
e

 

I 

cantih.sm)

ド
ー
；ム
ふ
名
«

を
以

て 

呼
ば
れ
る
學
說
を
窺
ひ
、
，
而
し
て
贯
の
觀
念
に
對
す
る 

誤

«•
を
尋
ね
る
積
，̂
で
'あ
る
。

M
i
d

に
從
へ
ば
、
マ
ー
力
ン
タ
J
产

P
シ
ス
-ブ
ム
の

流
行
し
た
當
時
に
於
マ
、
：各

^
が
公
.々
然
S
、
：成
は
暗 

々
速
に
採
つ
た
一
切
の
，政
策
は
、
貨
幣
の
み
が
富
を
紐 

成
す
ビ
云
ふ
避

R
it
い
て
;̂
'
る
の
で
あ
る
V
換
言
す 

れ
で
赏
ど
は
.、
現
在
貨
幣
の
形
態
に
亦
ざ
る
も
、
直
ぢ 

に
貨
«
に
變
じ
得
可
き
貴
：金
靡
ょ
b
成
る
の
で
*
る， 

故
に
マー
力
ン
タ
ィ

f

'y
スムの學說に侬れば、

1

_
內
に
於
て
貨
幣
乂
は
：地
金
溆
を
蓄
糖
す
る
傾
向
の
：
 

オ
.
.る
も
0
,は
經

て

;i
l
.
_の
K
を

^
划
す
る
こ
.

)J

に
U:..

る
の
.で
あ
る
。
其
反
對
R
一
 
闕
ょ
^
\貴
金
|1
を
»
外
に 

流
出
せ
し
む
る
も
の
は
、
總
て
其
隞
を
贫
闽
な
ら
し
め 

る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
金
鈒
坑
を
全
然
苻
せ
ざ
る
國
の
場
合
は
如 

舸
'
夫
れ
は
、
外
國
貿
a
に
依
て
の
み
向
國
を
岱
裕
な 

ら
し
め
祝
る
の
で
あ
る
。
眞
に
外
_
贸
易
は
、
货
幣
を 

辦
ら
し
得
る
唯
一
の
產
業
で
あ
る
。
饼
し
外
國
質
易
に 

し
て
も
、
若
し
夫
れ
が
國
內
に
輸
入
す
る
ょ
り
も
以
上 

に
貨
幣
を
海
外
に
輸
出
す
る
ざ
推
定
せ
ら
れ
る
時
に 

は
•假
令
夫
れ
が
他
種
の
形
態
に
て
如
何
に
豐
赏
な
る
、 

又
如
何
に
惜
値
あ
る
代
替
物
品
を
輸
入
し
て
も
、
總
て 

拟
失
の
贸
勒
ど
看
做ro

れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
©
物
の 

輸
出
は
、
m
國
の
眞
赏
な
る
資
源
に
取
て
®
だ
嫌
忌
す 

可
き
樣
々
の
手
段
を
用
ひ
て
ま
で
も
、
大
い
に
之
を
歡 

迎
し
ヽ
又
獎S

し
れ
。
何
故
ビ
云
ふ
R
輸
出
貨
物
の
代 

償
は
、貨
幣
を
以
て
支
柳
は
る

可
き
約
來
な
S
が
故
に
、
 

其
報
酬
は
、
現
實
に
金
及
び
銀
，を
以
て
文
拂
は
れ
る
名

第
十
六
猞(

一
七
_四
五
}

雑

錄

ル
と
マ
ー
力
ン
于
J
、、ス
ム

の
艺
期
待
せ
ら
れ
れ
か
ら
で
あ
る
。
之

1:
反
し

:1
:
廣
金 

風
以
外
の
輸
入
は
、
總
て
輸
入
货
物
の
金
.m格
丈
け
，：

n 

M
.
^
.
损
失
を
r
ら
す
.も
：
^
で
■あ
：る
ど
，̂
做
さ
れ
/:
k 

に

輸

入

貨

物

は

、
：：
利

_
を
加
へ
へ
て®
輸
出
せ
ら
れ
る
性 

質
を
布
：す
る
か
、
若
く
は
@
网
^

に
於
て
行
は
れ
る
或 

產
業
の
原
料
ノ
：又
は
遒
具
ど
な
り
、
以
て
輸
出
貨
物
の 

生
產
费
を
ょ
：り
少
額
な
ら
し
め
"
而
し
て
輸
出
说
を
ょ
：
_ 

り
多
0
な
ら
し
め
る
能
力
を
^
す
る
か
で
な
け
れ
ば
、
 

全
然
損
失
を
銜
ら
す
も
の
ど
看
倣
さ
れ
た
の
で
あ
る
卜 

次

に

屋

に

從

:-
ば
、

マ
！
力
シ
ク
ィ
ル
•
シ
ス 

タ
ム
は
、
世
界
に
於
け
る
商
業
を
以
て
现
布
の
金
鈒
を 

a
も
多
く

)̂
得
し
や
ぅ
ビ
す
る
各
li
l̂
c沿
o
r
.<f
で
-あ 

る

暴

做

し

t2
o
而
し
て
«
競
带
に
於
て
は
如
何
な
る 

國
段
ビ
雖
も
、他
國
玛
に
«
何
が
の
损
火
を
與
へ
る
か
、
 

若
く
は
：少
な
く
年
も
他
刚
段
の
利
得
追
求
を
妨
げ
る
か 

で
な
け
れ
ば
、
何
等
疖
_
に
獲
得
す
る
所
は
な
い
の
：で

あ
る
。C

註 
ニ) 

' 丨
:

:

:

:

.

第

十

二

號

：
一
一
一



第

十

六

怨c i

七
四
六

〕

_

錄

ミ

レ

ミ

マ

丨

カ

ノ

チ

”

ズ

A

然
ら
ば
以
上
の
■
論
は
、
何
故
に
生
じ
た
の
で
あ
る 

か
。
私

は

I

の
所
說
を
追
.ふ
て
、
其
■
出
を
求
め 

る
で
あ
A
5

。
B

本
論
に
入
る
に
先
立
つ
て
特
に
注
意
を
要
す
る
こ 

が
あ
る
。
即

ちM
i
l
l

の
言
ふ
如
く
、
人
類
の
或
#
代 

に
於
け
る
普
遍
的
信
仰
は
、
次
の
時
代
に
及
ん
で
は
餘 

b
に
.明
白
な
る
不
合
现
e
な
る
こ
ど
が
旗
々
あ
る
。
iu 

も
其
普
遍
的
信
仰
は
、
何
人
も
其
、時
代
に
於
て
は
夫
れ 

ょ
6
脫
却
し
な
か
つ
た
か
、
若
く
は
天
才
S
輿
者
ど
の 

偉
火
な
势
カ
が
な
け
れ
ば
、
夫
れ
ょ
ヵ
脫
却
し
得
な
か 

つ
た
か
の
事
實
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
次
の
時 

代
に
於
け
る
唯
一
の
雛
事
は
、
何
故
に
斯
の
如
き
辦
枘 

が
從
來
飽
迄
信
せ
ら
れ
た
や
ぅ
に
見
え
#
た
か
を
想
像 

す
る
こ
ビ
に
あ
る
。
此
琪
货
は
"
貨
fl
?
V
J/;
f

w 
♦か
同
我 

H?
M((

s
y
n
o
n
y
m
o
u
s
)

な
り
て
ぅ
離
說
に
就
て
も
、

々
發
生
し
た
。
併
し
夫
れ
は
、
餘
り
に
奇
勝
至
極
な
®

第
十
二
號

想
€
思
は
れ
る
故
、
眞

!{
|
|
0な
意
見
で
あ
：る
.ヒ
.は
、

M

考
せ
ら
れ
難
い
:0
ビ
は
ー
；ム
へ
何
人
を
し
て
も
、”
股
令
彼

が
斯
る
思
想

0
流
行
し
:^
當
時
に
生
#
し

fe
V
Jし
て

Z
も
、
其
迷
想
ょ
り
脫
却
し
た
で
あ
ら
ぅ
ど
薇
信
さ
せ
る 

一
こ
ど
は
ノ
不
可
能
で
め
る
。

—

鉞

て

の

聯

想

は

、
：
ー

般

生

活
に
侬
て
育
成

^
れ
、
乂 

\

)1
^
の
行
^
が
一
致
®
力
し
て
此
促
逝
を
1§
|
る
も
の
で 

\

あ
る
0夫
等
の
聯
想
が
、_
主
題
を
研
究
す
る
_
:
|
の
仲 

\

介
手
段
で
あ
る
限
>
、
吾
々
が
今
P
甚
だ
し
い
不
合
现 

| 
€

思
考
す
る
：
 >

」

定
も
、S

明
の
.理
£
见
え
た
：の
で
あ
る
o
 

\

fl
f
し
夫
れ
も一

皮
其
疑
義
を
間
は
れ
る
な
ら
ば
、
忽
ち 

'
に
し
て
其
述
命
は
決
^
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に 

も
拘
は
ら
す
、
，常
時
の
人
々
は
、
經
濟
現
象
を
叙
述
]|
/1:
 

究
す
る
或
方
法
に
未
だ
充
分
通
曉
す
る
に
茧
ら
な
か
つ 

た
の
で
、
何
入
も
-敢
え
て
其
疑
義
を
問
ふ
へ
/
J
T,ら
考
へ 

な
力
つ
た
ら
し
し
其
後

^
代
の
迤
诞
す
る
ご
共
1:
、
.
 

夫
等
の
經
濟
视
象
は
、A

d
4
3

 

s
.s.
t
h及
び
彼
の
後
^

者
の
影
饗
を
受
け
る
や
、
始
め
て
一
般
の
理
解
を
得
る 

，至
つ
た
の
で
あ
る
。
i
5
 

四

•

拨
て
H
常
の
談
話
に
於
て
富
は
、
貨
幣
に
て
言
表
は 

さ
れ
る
の
•か
®
で

め

る

。

今

_

の
言
葉
を
借
拙
す 

れ
ば
、
諸
君
が
他
人
に
對
し
て「

君
の
財
產
は
幾
何
で 

あ
る
か」

ビ
問
ふ
時
に
、
諸
君
が
其
人
ょ
6
受
け
る
返 

事
は
、「

僕
の
財
齑
は
何
®
圓
で
あ
る」

ど

云
ふ
の
で
あ 

ら
ぅ
。
總
て
の
收
入
ど
支
出
、

一
切
の
利
益
と
损
失
、
 

依
て
以
て
人
々
の
ょ
り
裕
福
ど
な
り
、
又
ょ
ゥ
貧
闽
を 

な
る

所
の
.凡
ゆ
る
事
柄
は
、
幾
何
か
の
貨
幣
が
收
受
せ 

ら
れ
る
か
、
若
く
は
支
出
せ
ら
れ
る
か
を
以
て
訃
箅
せ 

&
れ
る
の
で
あ
る
。

個
人
の
財
産
目
録
を
見
るV 」

、

軍

に

彼

の

現

實

に

所 

有
せ
る
、
苦
く
は
彼
に
歸
樹
す
可
き
貨
幣(the m

o
n
e
y

 

m

 M
s

 

actual

勺 osmossion, 

or 

due 

t:o 

h
i
m

 
ノ

0
み
な

ら
す
、
又
®
値

あ

る

他

猶

一

切

の

货

吻(

& 

other

articles 

of v
a
l
u
e
)

も
似
含
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
W 

し
造
等
の
も
の
が
加
算
せ
ら
れ
.る
の
は
、
其
物
自
體
の 

特

性

に

基

づ

く

も

、の

で

は

な

く

し

て

、

其
物
の
：寶
却
に 

際

し

て

常
.に
取
得
す
る
貨
幣
額
に
因
る
の
で
■

 

o
而 

し
て
货
物
其
物
が
全
然
同
種
：な
る
場
合
に
、
苦
し
夫
等 

の
貨
物
が
廉
價
に
.質
却

せ

ら

れ

る

な

ら

ば

：、
其

所

街

者 

は
夫
れ
丈
け
富
裕
の
程
^
を
減
少
す
る
/

yj

考
へ
ら
れ
る 

の
で
办
る
。.若
し

何

人

で

も̂
：
己

の

貨

幣

を

利

用

し

な

； 

S

な
ら
ば
、
到
底
常
裕
ど
な
る
も
の
で
は
な
く
>
文
何 

人
も
利
益
獲
得
の
た
め
に
は
卜
進
ん
で
貨
幣
を
赞
消
し 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
く
は
眞
现
で
あ
る
。
商
率 

に
&

て

な

つ

付

入

は

、
皆
先
づ(

ィ)

商
品
2
貨 

幣

6
を
交
換
し
"
见
に(

口)

货
幣
ど
商
品
ビ
を
交
換
し 

て
、
利
益
を
得
る
に
絡
め
'/
2
か
：6
で
あ
る
。
而
し
て(

ィ) 

0
場
合
は
"(

ロ )

の
場
合
を
同
機
に
商
業
上
の
手
績
に 

於
て
甚
だ
肝
耍
な
^

で̂

あ

る

。

®
に
利
益
■
#

の
目 

的

に

て

商

品

を

膦

入

す

る

漭

は

：、
®

び

貨

幣

S
引

替
に>

第

十

六

怨(1
七
！
！
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第

十

六

卷(
1

七
四
八)

.雜
錄
マ
ー
方
ゾ
チ

9
。

ス

A

而
も
彼
が
支
拂
つ
た
ょ
り
も
多
額
の
貨
幣
を
収
得
せ
ん 

S
す
る
期
待
を
以
て
、
彼
の
所
有
す
る
商
品
を
賣
却
す 

る
の
で
あ
る
、
故
に
貨
幣
獲
得
の
琪
實
は
、
當
雍
者
典 

入
に
収
て
す
ら
、
全
體
に
於
け
る
終
周
目
的
の
や
ぅ
に 

見
え
る
も
の
で
あ
る
。 

一
 

併
し
勿
論
支
拂
を
な
す
に
貨
幣
を
以
て
し
な
い
で
、

成
種
の
他
物
を
以
て
す
る
こ
ビ
も
な
い
で
は
な
い
。
詳 

言
す
れ
は
何
人
も
、
自
己
の
商
品
を
賣
却
す
る
時
‘
其
一 

代
價
< 
し
て
買
手
の
分
讓
し
#

る
等
價
の
商
品
を
收
受| 

す
る
こ
ビ
が
あ
る
。
併
し
彼
が
是
竦
の
等
®
物
を
收
受
一 

す
る
の
は
、
彼
が
之
に
對
し
て
貨
幣
的
評
價
を
試
み
、

| 

而
し
て
夫
等
の
商
品
が
彼
に
分
讓
せ
ら
れ
た
際
の
®
格

\ 

ょ
b
も
一
層
多
额
の
貨
幣
を
、
.終
屈
に
於
て
彼
に
.裔

ら

\ 

す
で
あ
ら
ぅ
^
の
信
念
を
得
^
結
*

で
.あ
る
。
多
額
の 

取

引

を

行

ひ

、

以
て

，：：：！

己

の

資

本

を

急

速

に

運

轉

す

る
 

商
人
が
、
自
己
の
手
許
に
所
^

す
る
現
命(ready 

B

o

,
 

友7
)

は
"
何
時
に
て
も
全
資
本
の
僅
少
部
分
に
過
ぎ
な

第
十
二
鱗

ニ
四 

い
。
而
も
'彼
が
其
資
本
を
自
己
に
偾
値
あ
る
も
の
^
な 

す
の
は
、
畢
竟
：其
資
本
が
：貨
幣
に
變
化
す
る
：が
故
に
外 

な
ら
ぬ
。

一
體
商
人
は
、
純
然
た
る
結
末
が
現
金
、
若
く
は
信
’：
 

用
證
券
に
て
決
清
せ
ら
れ
.る

(paid 

o
r credited 

in 

m

承e
y
)

ど
云
ふ
や
ぅ
な
商
取
引
を
考
處
す
る
こ
ビ
は
、
 

全
然
な
い
の
で
あ
る」」

：
即
ち
商
人
は
、
彼
が
商
業
社
會 

ょ
り
引
返
す
.る
場
合
に
、
始

め

て

，：

HI

己
の
所
有
商
品
全 

部
を
貨
幣
に
換
算
す
る
も9

で
あ
つ
て
、
其
時
期
以
外 

{:
:
は
彼
が
自
己
.の
利
翁
を
員
^

⑽
摄
额
も
て
現
實
に
取 

#

し
や
ぅ
ど
は
考
へ
な
い
。
玆
に
.於
て
貨
幣
は
、
恰
か 

も
_ |

の
富
に
し
て
、又
：货
幣
の
ff
i
tf
i(

m
o
n
e
y

vrw
o
r


t
s

 

は
、
 

唯
允
典
宫
を
獾
得
す
る
手
段
に
過
ざ
な
い
や 

ぅ
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
今
假
に
货
幣
の
欲
求
せ
ら 

れ
る
目
的
は
、

一
入
苦
く
は
數
人
の
欲
_

は
快
樂 

(
w
a
n
t
s

 

or 

pleasures)
：

を
充
足
す
る
の
で
な
い
ど
す
れ 

ば
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
.か
ミ
問
は
れ
て
も
、
斯
る

砒
#
組
織
の
擁
譴
者
は
、
毫
も
此
赞
問
に
常
惑
し
な
い 

で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
彼
は
答
へ
て
日
ぐ
、「

斯
の
如
き
：：

E

的 

は
、
富
の
他
)1
]

に
在
る
、
而
し
て
內
地
產
の
商
品
に
就 

て
の
み
云
へ
ば
、
其
健
全
な
る
使
爪
に
在
る
。
何
故
ど 

云
ふ
に
後
の
®
合
に
は
、
諸
恶
が
消
®
し
た
數
录
丈
け 

自
國
拔
を
赏
裕
な
ら
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
諸
救
は
、
 

諸
思
の
典
味
を
有
す
るI

切
の
逸
樂(indulgences〕 

に
諸
君
の
富
を
自S

に
©
消
せ
ょ
、併
し
諸
蒞
の
富
は
、
 

決
し
て
逸
樂
典
物
で
は
な
い
。
果
竟
富
ビ
は
、
諸
哲
が 

逸
樂
を
購
ふ
所
の
貨
幣
の
.ft
最
、
即
ち
年
々
の
貨
幣
所 

得

(the 

annual 

m
o
n
e
v

 

i
n
c
o
m
e
)

で
あ
る」

ビ
0(

驻
四〕

ム
は
、I

V
l
i
U

の
所
！i

マ
1
カ
ン
タ
イ
ル
。
シ
で
プ
ム

の
論
摅
で
あ
る
"
勿
論一

而
に
は
様
々
の
事
情
が
#
在
：

し
て
、

マ
I
カ
ン
タ
イ
ル
.
。
シ
ス
ク
ム
の
根
抵
を
な
す

推
定
を
ば
眞
實
の
如
く
な
ら
-し
め
る
、}

o

共
に
、
他
而
に 

は
此
主
籤
が
"
貨
幣
^
他
種
一
切
の
惜
値
あ
る
所
有
® 

品
^
の
間
に
斷
然
ビ
設
足
し
れ
K
別
に
對
し
て
。
甚
だ

不
充
分
な
が
ら
も 

> 
其
設
定
し
た
®
出
に
は
或
#

の
® 

弱
な
ろ
論
擄
が
あ
る
。
次
に
私
は
、
其
論
撒
に
關
す
る 

說
明
：を

i
v
n
i
i

に
求
め
る
：で
あ
ら
ぅ
。

五

\

前
述
.の
如
く 

M
U

は
、;
マ
！
力
ン
タ
ィ
タ
。

V

ス
テ 

\

ム
の
設
定
し
た
货
幣
ビ
"
，他
種
：一
切
の
價
値
あ
る
所
布 

\

物
品
ビ
の
間
に
於
け
るM

別
に
は
、
微
弱
な
が
ら
設
定 

\

し
た
理
由
に
論
據
が
あ
る
^
し
た
。
然
ら
ば
與
論
據
は 

\

如
何
。M

i
l
l

に
依
れ
ば
、
齊
々
が
眞
實
に
且
公
IE
に
考 

\

察
す
る
人
間
は
、
彼
が
®
實
に
享
樂
し
た
、
有
用
に
し

\ 

て
決
適
な
る
物
件(useful 

a
n
d

 

ag-resbie 

t
h
i
n
g
s
)
^

へ
 

t 

.

.

.

\

は
比
例
し
な
い
が
、.

併
し
典
有
用
に
し
て
快
週
な
る
：物
，
 

\

件
の1

般
資
金
'
 (general 

f
u
n
d
)

に
及
ぼ
す
支
配
力
に 

比
例
し
て
、
富
を
利
用
す
る
も
の
で
め
る
。
然
ら
ば
彼 

の
支
配
力
ビ
は
何
ぞ
や
。
.夫
れ
は
、
彼
の
所
荀
に
係
る
， 

何
等
か
急
場
に
順
ず
る
、
成
ば
何
等
か
欲
求
の
物
件
を 

獲
得
す
る
力(the 

p
o
w
e
r

 

h
e

 

possesses 

of 

f>rovidir

/q

m
十

二

號

ニ

五

：

郯
十
六
卷(

1

七
四
九)

雜

錄

ミ

ル

ミ

マ

！

カ

ン

チ

y
 
メ

ム



第

十

六

怨(

一
七
丑
〇

)

雜

錄

ミ

；
^と
マ
ー
ヵv

チ
リ
ズ
ム 

第

十

二

號

一

一

.

.

.

……

 

..

.

.

.

.

for 

any 
exigency, 

o
r obtaining 

§
く 

obiect 

of 

こ
^
が
出
长
る
で
わ
ら
ぅ
。
.
 

d
e
s
i
r
e
)

で

あ

る

If
l
Jし
で
货
幣
乳
物
こ
^
、
其
力
で
あ 

る
。
然
る
に
文
叫
國
に
於
て
は
、他
種
一
切
の
物
件
は
、 

m
に
典
物
が
貨
幣
ご
交
換
せ
ら
れ
る
能
力
を
有
す
る

場 

合
に
限
前
記
の
カ
を
賦
與
せ
ら
れ
る
や
ぅ
に

||
!心
は

\

れ
る
。
從
て
赏

で
あ
る
或
柿
の
物
品
を
所
有
す
る
な
ら 

ば
"
夫
れ
は
耍
す
る
に
典
特
殊
の
物
件
を
所
有
す
る
に 

外
な
ら
な
い
。

■

ち
®

し
諮
沿
が
、
典
物
件
の
代

b
に

\

他
の
物
件
を
希

-遇
す
る
な
ら
ば
、
諸
矜
は
先
づ

(

ィ)

兆

\

物

件

を

賢

却

す

る

か

、
若

く

は

;;〕

一
 

時
不
便
を
處
じ

且
急
®

に
役
立
^

な
い
の
を
忍
ん
で
、
諸

®

の

欲

求

.し
一 

た
物
伸
を
所
冇
し
、
而
も
諸
蔣
の
所
衔
物
件
ぐ
其
物
件

ノ
 

ビ
の
交
換
を
承
訊
す
る
所
の
他
八
を
見
す
か
、

^
—

是

~ 

れ
は
決
し
て
不
可
能
で
は

な
い
i
丨

兎
に
-f
t

i1

若
其 

一
、
即
t
"

(

ィ)

か(
C
O

か
の
方
法
を
選
ば
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
。
之
妃
反
し
て
貨
幣
さ
へ
所
持
す
る
時
に
は
、
諸 

君
は
即
座
に
寶
却

せ
ら
れ
る
一
切
の
物
仲
を
腿
贺
す
る

何
人
で
も
、
自
己
の
：財
產
が
貨
幣
の
形
態
か
、
敦
く 

は
急
速
に
貨
幣
に
變
せ
ら
れ
る
物
件
の
形
態
か
に
於
て 

存
在
す
る
な
ら
ば
、
夫
れ
は
_
己
及
a

他
八
に
對
し
，て
、
 

軍
に
货
幣
.に
て
隨
，意
に
m
i只
し
#
る
何
等
か
唯
一
の
物 

件
の
み
な
ら
す
、
又
總
て
の
物
件
を
も
占
有
す
る
♦か
如 

く
感
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
？
洵
に
適
度
の
量
額
を
超 

過
し
た
、
當
の
效
州
の
最
.大
部
分
は
、
夫
れ
が
養
ら
す 

數
多
の
逸
樂
で
は
な
C
し
て
、
寧
/)
其
所
有
者
が
凡
ゆ 

る

1

般

回

的

の

到

達

に

：就

て

彼

の

手

許

に

在

る

保

留

せ 

ら
れ
た
力 

(reserved p
o
w
e
r
)

で
め
る
。
%
し
斯
ぐ

保
留
せ
ら
れ
穴
力
は
、
如
何
な
る
猶
類
の
當
に
も
、
.货 

幣
の
如
く 

W
時
に
又
描
•實
に
賦
與
せ
ら
れ
る
も
の
で
は 

な
い
。
©
に

貨

幣

は

、
：©
:に
：
趣

禪

眾

一

の

使

/|
'
]
.
に

適

川
 

せ

ら

れ

る

の

み

な

ら

す

、
..
:又

同

時

に

總

て

の

他

川

に

利 

in
せ
ら
れ
得
る
、
宵
の
睡
：

f

の
形
態
で
あ
る
。
思
.ふ
.に 

此
ES
別
が
、
往
時
の
政
府
に
#
し
て
愈
々
火
な
る
印
象

を
爽
へ
た
も
の
で
办
ら
ラ
。
何
故
ビ
'云
ふ
に
货
幣
は
、 

幾
多
の
政
府
に
収
て
W

だ
首
.要
ど
感
せ
ら
れ
た
も
の
の 

1

て
あ
る
か
^
で
^
る
。

今
日
文
明
國
ざ
雖
も
、
货
幣
の
形
態
に
て
諸
稅
が
徵

\

 

收
せ
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
諸
桃
ょ
6
受

け

る

利

益

: 

は
、
比
較
的
僅
少
の
も
の
で
め
る
。
而
し
て
或
$
が
、

一 

殊
に
他1

征
服
の
た
め
な
る
ど
、
將
又
自
國
防
■
の

れ

\ 

め
な
る
ど
を
問
は
す
、-—

I
楚
れ
は
设
近
ま
で
阔
策 

(national 

p
o
r
l
c
y
)

の
一1

大
服E

で
ぁ
つ
た——

戦

爭

プ
 

若
く
は
.艰
费
補
償
金
^
し
て
他
_
に
、
莫
大
な
る
、
或

’ 

は
急
遽
な
る
支
拂
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬV

す
れ
ば
、
此

\

 

場
合
に
貨
幣
以
外
の
他
麵
切
の
支
拂
方
法
は
、
其

目

\

 

的
に
始
ん
ゲ」

適
應
し
な
い
で
ぁ
ら
'フ
。
SI
て
是
等
一
切 

の
原
!a
は
、
個
人
並
に
政
府
を
し
て
其
财
產
評
價
の
場 

合
に
は
、
現
實
的
に
も
可
能
的
に
も
、
取
ら
貨
幣
を
重 

要
視
さ
せ
、
而
し
て——

其
財
產
の
一
部

^

し
て
考
察 

し
た

時
に
は——

他
種
一
切
の
物
仲
を
ば
、
«
だ
獲
得

せ
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
欲

求

の

對

象(
o
b
j
e
c
t
s

a 

desire )

の
上
に
及
ぼ
す
不
走
に
し
て
即
時
的
な
る
支 

配
を
與
へ
る
迂
遠
的
獲
得
方
法
：に
過
ぎ
な
い
ご
看
做
さ 

し
め
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
o
此
欲
求
の
對
象
乙
ト
、
 

富
て
ぅ
觀
念
に
最
も
適
應
し
た
言
葉
.で
あ
る
。(
訣
& 

.

避
れ
が
"

_

ロ 

■の
認
め
：て
®
幣
ど
他
種1

切
の
價 

値
あ
る
所
脊
物
品
：

V」

の
區
別
：に
對
す
る
微
弱
な
る
論
摅 

ご
な
す
所
で
あ
る
け
れ

V
、

K

設
定
し
た
理
il
l
は
、
 

M
i
l
l

の
云
ふ
如
く
®
だ
不
充
分
で
あ
る
。
從
て
所
謂
マ 

’

—

力
ン
タ
ィ
ル
•
シ
ス
テ
ム
流
行
の
結
果
は
、
當
然
«
.
 

幣
は
唯
一
の
富
^
り

ビ

，云

^
が
如
き
謬
論
を
生
起
さ
せ 

る
に
至
つ
た
も
の
で
ぁ
：る
？
然
ら
ば
何
故
に
斯
る
誤
解 

を
招
く
に
：至
つ
た
の
で
あ
る
か
。.
夫

れ

はM
i
l
l

の
所 

論
を
進
め
れ
ば
、
0

ら
明
白
ど
な
る
で
あ
ら
ぅ
。

六

1

體
如
何
な
る
不
合
现
も
、
.吾
.々

が
一
度
天
れ
を
眞 

现
た
ら
し
め
る
外
見
的
狀
態
を
發
見
し
，

へ
す
れ
ば
、」

笫十ニ號ニ七

::

第
十
六
卷

(

ー
七
3|
:
ー)

雜

.

0

ミ
ル
^
マ
ー
ヵ
ソ
チ
'
メ
ム



第
十
六
#

2

七
五
ニ)

雜

錄

ミ

;1
/
ミ
マ
ー
カ
ゾ
チ
リ
ズ
ム

最
：

n

十
合
观
的
た
る
乙

S
を
得
な
い

0
併
し

M
i
l
l

の
云 

ふ
如
く
、
マ

I

カ
ン
タ
ィ
ル

o
シ
ス
テ
ム
の
理
論
ビ
雖 

も
、
菩
々
が
假
令
不
宠
蛋
な
る
方
法
を
以
て
す
る
に
せ 

ょ
、
常
時
の
事
物
の
根
柢
を
硏
究
し
"
且
日
常
に
：於
け 

る
談
話
の
形
式
^
語
句
ご
に
依
ら
中
に
、
各
祯
の
根
本

的
事
實
に
跋
つ
.い
て
、

マ
—
カ
ン
タ
ィ
ル
。
シ
ス
テ
ム 

の
观
論
の
前
提
を
攻
究
す
る
に
至
れ
ば
、
典
眞
實
な
る 

性
®
中
に
、
俩
等
か
*|
将
す
る
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

M
i
l
l

に
云
は
せ
れ
ば
、
當
時
の
人
々
は
V
貨
幣
の
眞 

義
、
即
ち
其
a
本

的

特

質

に

於

け

る

貨

幣

"
及
び
貨
幣 

.の
遂
行
す
る
總
て
の
職
能
の
芷
確
な
る
本
質
ビ
は
、
如 

何
な
る
も
の
.で
あ
る
かVJ.nu

問
す
る
や
否
や
、
即
座
に 

彼
等
の
囘
想
し
た
所
は
、(

ィ)

唯
だ
貨
幣
が
他
の
物
件 

ミ
同
じ
く
北
使
用
一
切
の
た
め
に
願
は
し
き
所
有
物
件 

に
過
ぎ
なS

こ
ど
、
及
び
.

)

&
等
ー
切
の
使
闱
が
彼 

等
を
欺
き
現
は
れ
る
如
く
無
限
に
非
す
し
て
、
寧
ろ
嚴 

•密

に

制

限

せ

ら

れ

た

種

類

、
.即
ち
分
配
に
參
加
す
る
人

第
十
二
號

1
1

八 

々
の
®
宜
を
計
つ
て
或
產
業
の
所
產
物
の
分
配
を
^
を 

.な
ら
し
め
る
ビ
云
ふ
：植
類
に
-屬
す
る
こ
€

の
ニ
事
で
.あ 

る
o
页
に
考
^
を
廻
：ら

せ

ば

？
貨

胳

の

使

用

は
、

|
®
 

內
に
存
任
流
®
す
な
貨
幣
の
數
錄
ゼ
增
加
す
る
，こ
ど
に 

依
て
、
；蕺
も
促
進
せ
ら
れ
.る
所
は
な
い
ご
云
ふ
#

實
に 

想
到
す
る
の
で
あ
る
"
而
し
.て

貨

幣

の

遂

行

す

る

職

能 

が
、
貨
幣
總
额
の
多
少
を
論
せ
す
、
等
し
く
果
3

れ
る 

«
實
も
亦
明
瞭
で
あ
る
。
§
1
1の

用
例
に
從
へ
'ば
、M V 

W
萬
ク
ォ
ー
タ
I
の
小
麥
は
、r 
一I

g
人
S
云
ふ
多
» 

を
養
ひ
雛
い
で
あ
G
ぅ

け

れ

ど

、
英
貨
一1
H翦
磅
は
h 

b
ff
i
位
の
呼
價(nominal 

P
r
i
c
e
)

な
が
ら
も
、
四
西
将 

破
ビ
ーK

ふ
多
額
の
取
引
を
遂
行
し
' 
以
て
夫
れ
丈
け
多 

量
の
商
品
を
.f
.M
質
す
S
で

あ

ら

ぅ

，
。

貨
幣
其
物
は
、
何
等
の
欲
鐵
を
滿
足
す
る
む
の
で
も 

な
け
れ
ば
、
又
何
等
の
目
的
に
適
應
す
る
も
の
で
も
な 

い
。
要
す
る
に
、
總
て
0
人
^
取
て
貨
幣
の
價
値
あ
る
. 

所
以
は

y

何
人
；で
も
#
0

の

所

得

'を

收
受

す
る

1:

货
幣

の
形
態
を
以
て
す
れ
ば
、
典
所
得
が
"
爾
後
興
收
受
激 

の
必
耍
に
應
じ
て
隨
時
に
、
彼
に
佴
]1
1

た
り
#
る
各
種 

の
形
態
^

丨
換
言
す
れ
ば

他
種
の
物
品
に
^_

幸
便 

に
變
化
す

る

ビ
云
ふ
織
に
任
る
。故
に
貨
幣
あ
る
國
ざ
、
 

货
幣
な
き
阈
€
の
間
に
#
す
る
一
太
恙
興
は
、
取
に
便 

裳
の
有
無
て
ぅ
一
事
に
歸
着
す
る
丈
け
で
あ
る
。
茲
に 

於

て
g

ヨ

は
日
く
、「

夫
れ
貨
幣
の
人
を
し
て
峙
間
ど 

煩
勞V)

を
節
約
せ
し
む
る
は
、
猶
ほ
製
粉
す
る
に
人
力 

を
用
a
ず
し
て
、
水
カ
を
顶
ふ
る
が
如
く
、
或
は

—

,
 

A
d
a
m

 

S
m
i
t
h

の
說
明
を
>-
!
1用
す
れ
ば——

道
路
の
世 

を
益
す
る
が
如
し
。(

羊
パ)

然
り
、
而
し
て
貨
幣
を
以
て 

富
ビ
看
倣
す
は
、
忪
か
も
諸
君
の
家
屋
、
又
は
土
地
に 

達
す
る
最
も
容
易
な
る
手
段
た
る
可
き
公
道
を
以
て
、
 

家
屋
又
は
土
地
興
物
を
看
做
す
成
の
誤
®
に
陷
れ
る
も 

^
«:
#
^
?
s 
一
 

と

。

七)

以
上
が
、

マ
ー
カv

タ
ィ
ダ
*
シ
ス
テ
ム
及
び
此
主 

«

ょ
b
生
起
し
れ
富
ビ
貨
幣
A
の
浞
同
に
關
す
る
§

ー

』 

第
十
六
^

(
一

七
31
:
三)

雜

0.

の
叙
述
で
あ
る
。

七…

.

W
.

 

J. 

A
s
h
l
e
y

敎
授
の
注
意
^
侬
れ
ば
、

マ
ー

力 

ン

タ

ィ

ル•
シ
ス
テ
ム
に
關
す
る

M
i
l
l

の
叙
述
は
、

| 

A
d
a
m

 

3
1
1
1
,
1
^

の
大
著
國
富

.論

(wealth 

of Notions、〕

.

.第

四

編

第

二

：
章

「

マ

ー

カ

：

V

タ
.ィ
;«
/
，
シ

ス

テ

ム

の

股

、
：

逛
こ
1
て」

(

o『

^
 

p
hD-
'
o
i
o
i
e

 

of the 

C
o
m
m
e
r
d
a

一，
 

o
r

 

Mercantile 

s
y
s
t
e
m
s〉

に
站
い
て
^
る
の
で
あ
.る
o 

ノ 

-

1
試
み
に
私
も
國
富
論
第
四
編
第
.

一

瑶

を

窺

，
い

だ 

\

所
が
、
劈
頭
に
左
の
如
き
類
似
の
語
句
が
あ
つ
ね
。
I::
:
.
ン 

「

宵
は
货
幣
、
即
ち
金
若
く
は
紙
よ
b
成
るV

云
ふ
こ 

ビ
は
、
商
業
の
躯
爲
及
び
偵
値
の
尺
度
ど
し
て
の
货
幣
.
 

)

の1

lff
i
ff
i

.®
よ
6
當
然
生
ず
る
俗
B
で
あ
る0

:f
i
[?>
:
货 

幣

が
商
業
の
要
-具

であ
る
結
果
、
®

々
が
货
幣
を
所
持 

す
る
時
に
は
、，
吾

々
は
他
の
如
何
な
る
商

品
の
仲
介
よ 

b
,も
容
n勿
に
、
吾

々
の
必
要
S
す
る
他
物
を
取
#
す
る 

こ
ど
が
出
來
る
。

：

：

.

•

.貨

幣

を

得

さ

へす
れ
ば
、

®

笫

十

ニ

狨

1

一
九

ミ

;v
€

マ
！

力
 
y 
チ 
3 
メ
 
A
.
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七
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_雜

錄

失

業

救

濟I

に
就
い
て
 

第
十
二
摘
.一ニ〇

.々

は
次
k
如
何
な
る
も
の
を
瞬i

只
す
る
に
も
佥
然
闽
1 

を
感
じ
•な
い
。
又
货
褓
が
®
値
の
尺
度
で
あ
る
結
梁
、 

菩
々
は
他
禪
一
切
の
商
品
を
評
偾
す
る
の
に
、
夫
れ
が 

戰
何
额
の
貨
幣
^
交
換
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
か
^
?
云
ふ
こ

ど
?:
以
て
す
る
の
で
あ
る
。
：

.

.
要
す
る
こ
，
H
?;
f

の
言
語
に
於
て
富
ビ
貨
幣
と
は
、
總
て
の
點
に
於
て
同 

義
語
ど
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
.
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i

失

業

救

濟

施

設

|:
就

ぃ

て

(

？

$

(

特
に
英
國
.に
於
け
る
失
業
救
濟
を
論
す〕

ニ
！r

:;:

國

家

ま

れ

は

勞
侧
紐
合
の
へ
經
營
す
る
失
業
保
險
の
.外 

に
、
各
工
場
に
於
：い
て
行
は
る 

>失
業
保
臉
«
金
も

ま
 

た
失
業
救
濟
の
た
め
に
、
相
當
.の
活

動

を

な

し

て

：ゐ
：る
：。 

優

れ

た

る

傭主
；は

斷

ヘ

中

1
定

の

勞

働

者

を

屜

傭

：
し
.
て 

置

く

こ
€

の
利
益
な
る
を
認
め
V

最
も

有
能
に
し
て
ま 

た
傲
も
©
氣
あ
る
も
の
か
ら
、
最
も
大
な
る
生
產
の
 ̂

來
を
收
得
す
る
政
策
を
採
用
す
る
こ
ビ
の
有
1 »
]
な
る
を 

知
っ
て
ゐ
る
。
人
々
は
永
く
そ
の
職
に
止
6
他
に
轉
職 

す
るI

I

惑
を
受
ざ
る
時
に
、
最
も

作
業
能
率
を
拊

進
す
る
の
で
あ
る

0
然
か
る
に
失
業
は
能
率
の
發

W
に 

對
し
て
大
な
る
阻

®yj
な
る
。
そ
れ
に
よ
つ
て

®
々
®

主
を
變
见
し
、
熟
練
を
现
ば
す
こ
^-
が
出
來
ず
、
そ
の 

た
め
に
技
倆
の
低
下
を
來
す
結
*
ピ
な
る
こ
£
も
@
く 

な
い
。
の
み
な
ら
す
设
期
に
1:
る
失

業

ほ

^
勞
働
者
を 

失
敫
せ
し
め
、
現
代
の
傭
生
が
得
や
う
と
す
る
相
互
の 

信
姒
、
信
認
の
精
神
を
破
壊
す
る
も
の
は
な
い
。

そ

れ

故

に各
！
！

に

於

け

る

多

數

の

傭

主

は

、

か
く
の 

如
き
弊
害
を
伴
ふ
失
業
を
可
及
的
根
絶
せ
し
め
る
や
う 

にH

場
組
織
を
改
革
し
や
う
^
努
め
て
ゐ
る
。
現
今
、 

普
通
の
成
績
の
ょ
い
エ
場
に
於
い
て
は
、
沈
袞
期
に

一
 

部
の
職
工
を
解
傭
し
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
斷
え
す
一
 

定
の
努
働
者
を
雇
傭
す
る
政
策
が
、
M
ま
し
い
も
の
で 

あ
る
^
す
れ
ば
、
失
業
の
た
め
に
す
る
施
設
は
完
全
な 

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
恐
ら
く
沈
衰
期
に
は
工
場 

の
作
業
は
狂
诹
品
の
た
め
に
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
管
锉 

せ
ら
れ
、
.ま
れ
世
界
の
他
の
地
方
に
於
い
て
市
場
を
見 

出
し
、

一
市
場
に
於S

V

需
要
の
最
も
少
い
時
に
、
他 

の
市
場
の
：窗
要
は
最
も
大
で
あ
る
や
う
に
し
、
ま
た
或

は
齊
通
の
沈
薏
卿
に
は
、
他
の
特
殊
の
生
產
を
問
始
し 

て
.

雇
傭
を
繼
績
す
る
こ
^
か
出
來
ん
も
の

も

あ
ろ
で 

あ

ら

，
フ
。

こ
れ
等
の
方
法
は
、
英
米
に
於
け
る
科
學
的
に
，經
營 

\

せ
ら
る

、
工
場
に
於
い
て
は
、
珍
ら
し
い
も
の
で
は
な 
|

い
。
ま
た
獨
佛
に
於
い
て
も
相
當
の
試
が
行
は
れ
て
ゐ 

る
。
例
へ
ば
米
關
の N

e
w

 

Y
o
r
k
)

^
叫
^
p
otT
*
c:
3
s
e
t
t
s

.'

.l̂
]

一
州
に
は
工
場
の
保
險
法
が
設
け
ら
れ
、C

l
e
v
e
l
a
n
d

の 

\ 

Joseph 

F
d
s
s

及

び
F

o

a::
;の
兩
工
場
、
獨
逸
C

い 

\ 

r 
は

l〈
a
d

 

Zeiss 

工
場
、

L
i
n
d
e
n
h
o
f

 

の 

H
e
i
n
H

s*

广
 

.

; 

'
:
;

一
 

L
a
n
z
.

の
エ
.場
を
初
.
.め
.
.
.
>
1
€
0

ロ3.
:
.
.
の

 

A
.

 

L... M
0
.hr 

の
'
 

|

X
場 

Cornelius 

H
„
g
l

の
.

エ
場
、Y

v
e

s-h
e
i
m

 

の
W
P 
工 

\ 

F
r
e
u
d
e
n
b
e
r
g

‘

の
エ
場
等
の
成
縱
は
、
見
る
べ
き
も
の 

が
あ
る
や
ぅ
で
あ
る
。
英
國
に
於
い
て
は
胱
に
多
歡
の 

エ
場
が
こ
れ
を
採
][
'
]し
、
就

中
^
0
み
の
コ
、K

製
造 

エ
ii
で
あ
るs05srs. 

R
o
w
n
t
r
e
e

 

&

o
o
c L

t
d
.
,

が 

最
も
]1
>
意
周
到
な
る
設
備
を
■有
し
て
ゐ
る
。
そ
，れ
は
.

第
十u

號

r
r
t

「

锘
十
六
卷(

ー七艽五

)

雜
錄
失
業
救
濟
施
骰
に
就
い
て


